




鋳鉄溶湯中で酸化物が必ずしも純物質ではな

く，スラグ化している可能性を示唆している．

球状化試料では分析中の Mg 蒸気による酸素

の再トラップが考えられる．この現象は Mg

処理に起因するのであろうから避けられない．

３．２ チル試料と黒鉛化試料での違

い

図６に溶解ｃ (1/14)のチル試料，黒鉛化試

料（径 30mm 丸棒中心部からサンプリング）

の全酸素分析結果を示す．ここでは昇温条件

②を試みたので，初期加熱がない．全酸素量

はチル試料では 12ppm 程度であったものが，

黒鉛化試料では 40ppm を上回る全酸素量を

示した．このことは，鋳鉄が凝固する際，あ

るいはその後の高温状態において，酸素を吸

収していることと考えられる．また，この条

件下では酸化物の分解ピークが明瞭に現れる．

今回は FC,FCD とも傾向は変わらなかった．

鋳鉄中の酸素分析値は，黒鉛化している場

合に，やや高温での保持や，長期の保存で増

加することが知られていて，それが FC にお

いて顕著であるという報告がある４）．

酸素の分解のピークの同定は今回は検討で

きなかった．参考のために図７に鋳鉄中の酸

化物の理論的な分解温度を示す．

鋳鉄溶湯中ではスラグ化していた酸素が，

ゆっくりとした凝固中に酸化物として分離，

あるいは凝固後に鋳型等から酸素をさらに吸

収して酸化物を形成していると考えられるが，

全酸素分析値に占めるその割合が大きく，溶

湯中での個別の挙動は掴みがたい．

３．３ 酸化性耐火物で溶製した鋳鉄

溶湯での確認および昇温条件③の検

討

図 8 および９に溶解 d, e で溶製した鋳鉄の

全酸素分析結果を示す．昇温条件は溶解ｄで

は②で，溶解 e については③とした．③では，

るつぼの予備加熱をあらかじめ行い，さらに

初期加熱後，最大５kW まで昇温を続けたも

のである．この場合最高到達温度は 2250℃ま

で上昇している．図８では，先の溶解ｃと酸

素分析の挙動はほとんど同じである．すなわ

ちチル試料では，ｍ３条件の基本値とそれほ

ど変わらない値を示し，黒鉛化試料ではいず

れも 34～39ppm へ全酸素量が増加した．こ

こでは黒鉛化試料は石英チューブの中で徐冷

されているので，鋳型からのガスに接触はし

ていない．したがって，黒鉛化試料での酸素

分析値の上昇は徐冷そのものによる酸化であ

る可能性が高い．

図９では，初期加熱をおこないかつ最高到

達温度を高めた条件の全酸素量分析結果が，

るつぼの予備加熱を行ったにもかかわらず，

酸素検出強度のラインのベースラインの上昇

によって（すなわちこれが積分されると分析

値となるので），ｍ３条件と比べて増加を示し

ている．

これらのことから，昇温条件は今回検討し

た中では②が適当であった，しかしるつぼの

予備加熱は有用であるので，これを付加した

②が良いと言うことになる．ただし，酸素の

分析では最高到達温度が 2000℃程度で十分

であろうが，同時に窒化物の分析を行いたい

場合はこの条件では不十分である．

４．まとめ

鋳鉄中の全酸素量測定のためのサンプリン

グ条件および分析条件の違いによる，酸素含

有量の測定データを検討した結果は以下の通

りである．

(1)鋳鉄中の全酸素量の分析はチル試料にお

いて行う必要がある．

(2)昇温分析によれば，球状化した溶湯の酸素

分解温度ピークは FC のそれより低温側へ移

動する．これは酸化物の浮上により高温側の

酸化物が減少したためと考えられる．

(3)黒鉛化させた試料での全酸素量は，元の溶

湯のチル試料での値より大きく増加する．こ

れは高温状態に長期晒され，ゆっくりと冷却

したことによる 2 次的な酸化と考えられる．

(4)昇温分析の最高到達温度が 2500℃付近ま

で達した場合は，るつぼからのガス放出によ

ると考えられるベースラインの上昇による影

響が大きい．
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